
申＝申し込み　問＝問い合わせ

９
日
㈪
⑤
⑥
は
８
月
12
日
㈭
ま
で
に
、

ジ
ェ
ネ
シ
ス
ワ
ン
・
増
田
さ
ん
☎
０

９
０
―
３
６
６
１
―
０
２
３
１
へ

□
川
の
中
の
生
き
物
を
捕
ま
え
調
べ

よ
う

日
時
＝
８
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
、
先
着
30
人

費
用
＝
１
人
２
０
０
円

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぐ
ん
ま
緑
の
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
協
会
事
務
局
・
大
石
さ

ん
☎
０
２
７
―
３
８
６
―
８
０
９
５

へ
　

赤
城
山
の
分
校
で
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
。夜
の
覚
満
淵
探
検
や
星
空
観
察
、

昆
虫
・
植
物
観
察
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
８
月
13
日
㈮
〜
14
日
㈯
（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
白
川
小
学
校
赤
城
山
分
校

（
富
士
見
町
赤
城
山
）

対
象
＝
小
４
〜
小
６
、25
人
（
抽
選
）

費
用
＝
６
，
５
０
０
円

申
８
月
８
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
性
別
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―

０
８
４
５
鳥
羽
町
38
│
１
ア
イ
デ
ア

ビ
ル
３
Ｆ
・
ぐ
ん
ま
山
森
自
然
楽
校

「
夏
の
キ
ャ
ン
プ
係
」剱
持
さ
ん
（
☎

０
９
０
―
９
６
７
０
―
３
３
８
０
）

へ

散
布
区
域
外
に
飛
散
し
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

学
校
や
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
や
住

宅
地
に
近
接
し
て
い
る
場
所
で
は
、

事
前
に
周
辺
住
民
や
施
設
利
用
者
な

ど
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
風
向
き

な
ど
を
確
か
め
て
事
故
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
薬
の
保
管
管
理
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
し
な
く
な
っ

た
農
薬
な
ど
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、

専
門
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
な
ど
、

各
自
適
正
な
処
分
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
保
健
総
務
課
☎
２
２
０
―
５
７
８

２
へ

　

中
小
企
業
の
経
営
相
談
や
セ
ミ
ナ

ー
参
加
、
資
格
取
得
事
業
な
ど
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
の
商
店
街
組
合
な
ど
に

加
盟
し
て
い
る
中
小
企
業
者

補
助
金
額
＝
費
用
の
２
分
の
１
（
上

限
５
万
円
）

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
―
２

２
７
３
へ

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の

　

赤
城
ふ
れ
あ
い
の
森
ま
つ
り
を
開

催
。
木
工
工
作
教
室
や
塗
り
絵
コ
ン

テ
ス
ト
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
作

り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

日
時
＝
８
月
７
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場
＝
赤
城
ふ
れ
あ
い
の
森
（
富
士

見
町
赤
城
山
）

問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
県
森
林

組
合
連
合
会
内
）
☎
２
６
１
―
０
６

１
５
へ

　

６
月
か
ら
８
月
は
農
薬
危
害
防
止

運
動
期
間
。
農
薬
を
使
用
す
る
と
き

は
、使
用
方
法
や
注
意
事
項
を
守
り
、

退
職
金
制
度
。
掛
け
金
に
応
じ
て
国

か
ら
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業
員
の
労
働

意
欲
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

特
色
＝
①
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助

成
②
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
③
加
入

後
の
掛
け
金
月
額
の
変
更
可
能
④
短

時
間
労
働
者
も
加
入
可
能
⑤
掛
け
金

は
預
金
口
座
か
ら
振
替
、
退
職
金
は

直
接
退
職
者
に
支
払
わ
れ
る
た
め
管

理
が
簡
単

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
―
３
４
３
６
―
０
１
５
１
へ

□
創
業
期
経
営
相
談

　

中
小
企
業
診
断
士
が
事
業
所
を
訪

問
し
、
創
業
期
の
経
営
の
相
談
に
乗

り
ま
す
。
事
業
計
画
書
の
作
成
方
法

や
事
業
展
開
、
経
営
課
題
に
対
す
る

解
決
策
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

期
間
＝
来
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

対
象
＝
市
内
で
創
業
を
予
定
し
て
い

る
人
か
創
業
後
５
年
未
満
の
人

申
工
業
課
☎
２
１
０
―
２
２
７
４
へ

□
経
営
相
談

　

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
相

談
を
実
施
。
利
用
は
予
約
制
で
す
。

期
間
＝
来
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
の
中
小
企
業
者

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
―
２

２
７
３
へ

　

中
心
商
店
街
の
各
専
門
店
や
前
橋

ス
ズ
ラ
ン
で
の
買
い
物
に
利
用
で
き

る
、
中
心
商
店
街
共
通
カ
ー
ト
を
設

置
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

設
置
場
所
は
中
心
商
店
街
の
駐
車

場
な
ど
７
カ
所
。
８
月
31
日
㈫
ま
で

は
実
証
実
験
期
間
と
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
を
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
前
橋
中
心
商
店
街
協
同
組
合
☎
２

６
０
―
６
５
４
７
へ

□
紙
芝
居

日
時
＝
８
月
１
日
㈰
午
後
２
時

□
図
画
作
品
展

期
間
＝
８
月
１
日
㈰
〜
29
日
㈰

対
象
校
＝
芳
賀
小
・
細
井
小
・
永
明

小
・
荒
子
小
・
駒
形
小
・
広
瀬
中
・

木
瀬
中

□
天
文
教
室
「
流
星
や
夏
の
星
を
観

察
し
よ
う
」

日
時
＝
８
月
12
日
㈭
午
後
７
時
〜
10

時会
場
＝
嶺
公
園

対
象
＝
一
般
、
30
人
（
抽
選
）

り
を
題
材
に
し
て
考
え
た
標
語
が
入

っ
た
物

申
９
月
17
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
直
接
。

応
募
作
品
の
裏
面
右
下
に
、
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・

学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
、
市
役
所

国
民
健
康
保
険
課
（
☎
８
９
８
―
６

２
４
６
）
か
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・

富
士
見
支
所
へ

　

夏
休
み
は
小
中
学
生
に
よ
る
万
引

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
万

引
は
「
窃
盗
罪
」と
い
う
犯
罪
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
万
引

を
「
さ
せ
な
い
」「
見
逃
さ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
子
ど
も
た

ち
を
、
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

問
青
少
年
課
☎
８
９
８
―
５
８
７
６

へ
　

お
お
さ
る
山
乃
家
（
粕
川
町
中
之

沢
）
周
辺
で
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

□
お
も
い
っ
き
り
川
遊
び
（
い
か
だ

乗
り
な
ど
）、
野
外
料
理

日
時
＝
８
月
１
日
〜
29
日
の
日
曜
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者
、

申
８
月
３
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
参
加
者
全
員

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
０
１
３

西
片
貝
町
５
丁
目
７
・
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
「
市
民
天
文
教
室
」
係
へ

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
健
康
意
識
の
向
上
を

呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
作
品
は
未
発
表
の
物
に
限
り
、

１
人
１
点
ま
で
。
入
選
作
品
の
著
作

権
は
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
帰
属
し
ま
す
。

対
象
＝
小
中
学
生

応
募
作
品
＝
４
つ
切
り
で
健
康
づ
く

先
着
各
40
人

費
用
＝
１
人
１
，
０
０
０
円

□
山
小
屋
宿
泊
体
験

日
時
＝
８
月
７
日
〜
29
日
の
土
日
曜
、

午
前
10
時
〜
翌
日
午
後
３
時
（
１
泊

２
日
）

対
象
＝
小
１
〜
中
３
、
先
着
各
20
人

費
用
＝
各
３
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
米
４
合

申
以
上
の
２
つ
は
、
氏
名
・
住
所
・

性
別
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

同
家
へ
フ
ァ
ク
ス
（
２
８
９
―
０
１

７
３
）
で

□
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
で
ゆ
っ
た
り
木
登

り日
時
＝
①
７
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
②
同
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
③
８
月
11
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
④
同
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
⑤

８
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

⑥
同
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
各
５
人

費
用
＝
各
１
，
５
０
０
円

申
①
②
は
７
月
22
日
㈭
③
④
は
８
月

健
康
意
識
を
高
め
る

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

万
引
は
犯
罪
で
す

地
域
ぐ
る
み
で
撲
滅
を

自
然
が
い
っ
ぱ
い

赤
城
山
を
遊
び
尽
く
せ

夏
の
分
校
キ
ャ
ン
プ
で

思
い
出
つ
く
ろ
う

触
れ
て
感
じ
よ
う

木
の
ぬ
く
も
り

農
薬
の
散
布
は

使
用
方
法
を
守
っ
て

中
退
共
が
サ
ポ
ー
ト

中
小
企
業
の
退
職
金

経
営
相
談
や
資
格
取
得

費
用
の
一
部
を
助
成

中
小
企
業
診
断
士
が

２
つ
の
無
料
相
談

共
通
カ
ー
ト
で

ま
ち
な
か
が
便
利
に

コツをつかんで楽しく木登り

親子で作ろう木工工作

商
工
業

児　

童

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

青
少
年

農　

業

　きれいで快適なまちで暮らすこと
は、市民みんなの願い。そのために
は一人一人が環境美化を心掛け、自
分の行動に責任を持つことが大切で
す。ごみ出しのルールを守ることは、
気持ち良い生活への第一歩。ごみ処
理経費や環境への負担を減らすこと
にもつながります。ほんの少しの「面
倒くさい」をやめる努力で、生活を
より快適にしませんか。
□収集日を守って
　ごみは種類や地域によって収集日
が異なります。ごみ収集カレンダー
で収集日を確認して出しましょう。
□分別して指定袋に入れる
　ごみはきちんと分別することで資
源として有効利用できます。また、

埋め立てするごみが減り、環境への
負担を減らすことができます。種類
ごとに分け、必ず指定袋に入れて出
しましょう。
□朝８時までに出す
　収集時間はごみの量や交通事情な
どにより異なります。取り残し防止
のためにも、朝８時までに出しまし
ょう。
□町内の決められた集積場所へ出す
　集積場所の管理は自治会などが行
っています。ごみは必ず町ごとに決
められた集積場所へ出しましょう。
他地区へのごみ出しは絶対にやめま
しょう。
問リサイクル推進課☎898-6272へ

ごみ出しのルールを守って快適なまちにしよう

夏の青少年健全育成運動
地域で育てる心豊かな青少年

　８月31日㈫まで、夏の青少年健全育成運動を
実施します。ことしの推進目標は「子どもたち
が安全で健やかに成長できる地域づくりを進め
よう」。子どもたちが人として豊かに成長する
ための、安全で安心な地域の環境づくりを進め
ていきます。
□携帯電話やインターネットの利用方法を家
族で話し合おう
　ゲームサイトやプロフィルサイトで多くのト
ラブルが発生しています。被害に巻き込まれな
いよう、携帯電話・携帯ゲーム機の利用につい
て確認しましょう。
□地域の力で心豊かな子どもを育てよう
　子どもの安全確保のための取り組みや、家庭、
学校、地域社会が一体となった青少年の健全な
育成への取り組みを推進しましょう。
問青少年課☎898-5874へ
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